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1982年ヒマラヤ登山学校隊員募集
ク ン (7,077m)

実施要項

♭ ゅ ゅ ゅ ゅ ゅ ゅ ゅ ‐ ゅ ゅ ‐ ゅ ゅ ゅ ‐ ‐ ゅ ゅ ゅ ‐ ゅ ゅ ‐ ‐ ゅ ‐ ゅ ゅ ゅ ‐ ゅ ゅ ゅ ‐ ‐ ゅ ‐ ゅ ゅ ゅ ゅ

§
‐ゅ‐ゅめ

1980年登山学校は、 20名中 19名 がケグルナ    1982年 度はカシミール 0ヒ マラヤの秀峰ク/

―卜●ドーム(6,831m)に 登頂するとい う成果を   (7,077m)にて実施する予定でおります。ふるっ

あげて帰国しました (本誌 109号既報 )。 隊員の   て御参加下さい。
中にはすでにヒヤラヤ、ア/デ ス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJで は経験豊富なイ/ス トラクターの

もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導しております。隊員はすべて、装

備・食糧 0梱包・ 輸送・ 渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

っております。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきております。

この登山隊の旅行手続は、(抑西遊旅行が担 )11し ます。旅行業rヽ理店業1976号

チベット高原を見た〈、西北ネパール クライ峠にたつ、遠 〈グルラマング
ータが望め、 このまま峠をくだってチベット高原を歩いてみたい誘惑にかられ
ました。                       (提 供 :高橋正幸)

目 的

時 期
負担金

定 員

申込み

① クノ(7,077m)登頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～ 8月 末

69万円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります )

20名 (申込順 )

インストラクター 4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と (資料を送 ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506 日本ヒマラヤ協会

ヒマラヤ NO.■ ■8
ネパールヒマラヤ

1.a ネパールヒマラヤ研究会報告

3.b ネパールヒマラヤ許可状況

10.c ネパールヒマラマ ニつの初登項をめざして

13.dム スタン王会見記

13.eル ンビニ巡礼記

15 ヒマラヤニュース(地域ニュース, トピックス〉

16 日本ヒマラヤ会議予告

18 轟黒目麗田 ヒマラヤ閑話⑬
20       トレッキング許可で登れる山①
23       ヒマラヤの図書紹介 ⑤
※都合によリヒマラヤ放談は休載させていただきます。

1表1紙 写 真

1録■ 1壌



特集 不パールヒマラヤ′    ■

本協会の招きで来日したネパール観光省登山部

長 S■ シャルマ氏を迎えて7月 18日 (上 )午後 2

時より東京 .海洋会館にてネパールヒマラヤ研究

会が本協会の主催で開催された。当日は日山協の

丹部副会長の臨席を得て計画を持っている隊を中

心に 35名が参加して活発な質疑が行われた。

又、翌 19日 (日 )には 京都に於て開かれた、

日本ヒマラヤ会議の中でシャルマ氏との質疑の時

間を持った。この席には遠く名古屋から日山協の

前海外登山委員長であった湯浅道男氏の参加を得

た。いづれの会議も予定時間を大幅に延長して行

われた。ここでは二つの会場で質疑された事項を

まとめてみた。

1.登山許可申請関係

◎仮のブッキング…仮のプッキングについては

機会均等であるから早いほど良い。しかし、

その後正式な推せん状を添付 した申請書を提

出しなければならない。正式許可が降りて2

ケ月以内に登山料の半額が払い込まれない場

合は自動的に許可は取り消される。

◎申請書の提出…登山申請書の提出は直接観光

省で構わない。 ヨーロッパやアメリカの国々

では直接推せん団体から送 られて くる臥 韓

国の場合は直接登山隊がカトマンズに来て、

韓国大使館の推せん状を添付 して申請 してい

る。 どういうルー トで提出するかは、その国

々の問題 で観光省はその方法につ1ハて定めて

いる訳ではない。従って日山協が直接観光省

に出すかどうかは日山協で決める問題である。

観光省は直接でも受入れる。

◎現地大使館のカバーリングレター…登山申

請書には必ず登山規則第 3条第 1項に規定する

三つのいづれかの推せん状を添付すれば良 〈、

推せん団体が更に現地大使館のカバーリング

ネパール ヒマラヤ研究会

ンターを添付する必要はないυ

◎推せん状・・・登山申請書に添付する推せん状は

登山規則第 3条第 1項に規定されている三つ

しかない。推せん状は形式的なものではなく

責任性のあるものである。政府 と大使館を除

〈推せん団体については、それが一つである

とか複数であるとかについては規則では何 も

規定 していない。重ねて言えば、推せん団体

は形式的であれば良いのではな く、観光法に

規定する実質責任をとれるものでなくてはな

らない。

◎申請ルート・‥登山申請書にあらかじめ複数の

ルー トを順位づけをして申請すれば、第一順

位が不可能な時は第二順位が空いていれば自

動的にそのルー トに許可が降りる。

2.合同登山関係

◎真の合同登山…7月 に入ってネパール登山協

会 (略称NMA)は 、合同登山について推せ

ん状を発行するに当って、従来のように、代

理店からの申請によって自動的に発行する態

-1-



度を改め、合同登山が真の意味でネパールと

の合同であるかどうかに重さを置 く方向にな

った。 このため、登山隊のメンパーが、 ヵト

マンズに出向き、登山の内容についてNMA

側 と合意に達 して初めて推せん状を発行する

ことになった。合同登山の正式許可につ｀^て

は、 NMAか らの推せん状が発行されてから
でなければ観光省としては降ろせない。

◎合同登山の順位…仮に秋の隊が時間的に間に

合わなくてNMAと の合同の議定書の調印ま

で行かなかった場合でも次の春の隊が順送 り

で後にズレることはない。つまり秋の隊が次

の機会を待つことになる。

◎ネパール女性との合同・‥現在ネパール人の

t女性登山家は少いし、決して強くはないが、時

間があればアレンジしたい。合同の相手とな

るメンバーはマナンの登山学校を卒業してい

なければならない。

3.新解禁関係

◎今後の解禁…2年前に日本に来た時にも多〈

のピークオープンについての要請があり、今

年 37峰をオープンしたが、今後 3年位は新 ら

しくオープンする予定はない。

◎未解禁峰への申請…未解禁峰であっても登山

申請をしても構わない。しかし解禁峰ではな

いので許可は出せないが、次回のオープンの

材料になる。

4。 その他

◎登山隊員数についで…アルバインスタイルや

小人数登山隊についても、世界の登山の方法

がそのように変わって来ているので何等問題

とはならないのでどんな登山隊でも受入れる。

◎登山規則の改正…省内でも積極的な意見や消

極的な意見が入り混っているが、例えば、中

国 と接 している山を見れば、登山料一つとっ

てみても中国側は非常に高 〈ネパール側は安

いので、ネパール側としては少 しは調整 した

いと考えているが急激に倍増するようなこと

にはならないだろう。

◎隊長 0メ ンバーの変更届・̈定まった様式はな

いが、観光省宛、直接変更届を出 して構わな

い。全員が入れ変わるということになれば、

推せん状が持つ実質的な責任性の面から問題

がある。

◎縦走登山…登山形式が変わって縦走という新

らしい分野が出てきたので、縦走できる山

で未解禁であったものについてはオープンし

た。縦走の場合は二山、三山分の登山料は必

ず必要である。例えば、NMAの 管轄下にあ
るアンナプルナ地区のパタールヒウンチュリ

か ら観光省の管轄下にあるアンナプルナサウ

スに登山する場合は、それぞれの許可をとタ

それぞれに登山料を支払わなければならない。

◎国境周辺の地図…新しく解禁した峰で良〈知

られていない山もあるが、その周辺の地図を

閲覧させ ることが できるとは確約できない

が、ルー トを決定するについて相談にはのれ

る。現在、国境が確定 しているので地図は、

備えてある。

(◎)中国へのトレッキング コ̈グリの向い側にあ

るカサに中国がホテルを建設している。 9月

に北京へ交渉団を派遣するので、カサ 3 0 kmの

範囲でトレッキングできるように交渉するつ

もりである。

-2-
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LIST OF PERⅣ IISSION(NEPAL)1981,7,10現 在

1. EVEREST
1981,Autumn 一

1981/82,Winter

1982, S pring  一

1982,Autumn 一

1982/83,Winter

1983, S prilng ―

1983, Autunln  一

1983/84,Winter

1984, S pring  一

1984, Autumn ―

1984/85,Winter

1985, S pring 一

1985,Autumn 一

1985/86,Winter
1986, S pring 一

1986,Autumn 一

1986/87,Wi nter

1987, S pring ―

American Medical R,esearch, S outh Co1.

Newzealand, West Ridge.
I tal ian, South C o1.

J( , West Ridge.
USSSR, S outh West Face.

* , West Ridge.
C anadian, S outh C ol.
Spain, West Ridgc.

France, West R idge.
x , S outh Col. (May be vacant )

German, South Col.
Argentine or American,
Yosemite A lpine C lub, West R idge.

* , South Col.
J( , South West Face.

Kamoshika Dojin, South Co1.

J oe Tasker, W.est Ridge
Indian, Route not decided.

* , West Ridge.
Netherland, South Co1.

Peter Hi1lary, West Ridge.
j( , Sout.h Co1 .

* , West Ridge.
Norway , S outh Col .

American Everest,
* , S outh Col . (West R idge not decided )

* , South Col.
Sangaku Doshi - kai , S outh Col.

+ , West Ridge.
Swiss, South Col.

* , West Ridge.
J( , South CoI.

)e , South Col.
* , West R idge .

Austrian, S outh C o1 .

* , R oute not dec i ded .

)e , Route not dec ided .

JC , South col.

-3-

Autumn -
Spring -
Autumn-

1987,

1988,

1988,

1989,



2. KANGCHENIUNGA (Ma i n P eak )
1981, Autumn France, Yalung Glacier.

i( , R oute not dec i ded .

1982, S pr ing Messner, North Face .

I talian, Yalung Glacier.
1982, Autumn * , Route not decided.

* , North West Ridge.
1983, Spring Bavarian E*p, North West Side.

Austrian, Yalung Glacier.
1 98 3, Autu mn * , R oute not Dec ided.

* , Route not decided.
1984, S pring )c , R oute not decided .

* , Route not decided.
1 984, Autumn * , Route not dec ided.
1985, Spr ing )c , Route not decided.

* , Route not decided .

3. LHOTSE
1981,  Autumn

1981/82,Winter
1982,  S pring  ―

1982, Autumn

1982/83,Winter
1983,  S pring  一

1983, Autum n

1983/84,Winter

1984,  S pring  一

1985,        一

1986,  Spring  一

1986,  S,pring  一

Kurtyka, Macintyre, S outh Face.
Swiss E*p, East Ridge

* , South Face.
France, South Face.

* , South Face or East Ridge.
Newzealand, West F ace .

* , Lhotse Shar G lacier .

JC , South Face.
* , East Ridge.
i( , East Ridee to South Col
)c , East Face.
JC , East Ridge
* , South Face.
* , South Face.
)C,?
x,?
* , Nuptse to Lhotse Exp.

4.MAKALU
1981,  Au turnn

1982, Spring

Tyrolean Himalaya, West Ridge.
Messner & Scott, South Easl Ridge
R. Nottari & South West Ridge.
Korean, North West Ridge.
PoIish, W'est Face.

-4-
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1982/83,Winter

1983,  S pring  一

1983, Autumn 一

Polish, East Ridge
Belgium, North West Ridge

* , West Face.
J( , France Ridge.
* , West Ridge.
J( , S outh East Ridge.
j( , North West Ridge
* , France Ridge
i( , South Face.
* , West Pi11a.

J apan O lympus , N orth East

Polish, Normal.
Spanish, North East Ridge"
I ta ly, Normal.
France, S outh Eas t Ri dge .

Yougoslavia,' South Face.

Austrian, Normal.
Po1 i sh, South R idge.

* , Normal.
* , NormaI.

R idge

Austrian, North East Ridge.
Yugoslavia, S outh Face.

Aichi Gakuin E*p, Normal.
Amer i ca, S outh Face.

Be lg ium, Norma I.
Kamoshika Do j in , Pear Route.

Academic Hokkaido. Alpine Club, N.E Ridge

Polish, North Face.
Me ssner, S outh Face .

French, North Face .

Tokyo Himalaya, South Face.

Austrian , North Face.
Anglo - Pol ish ' South Face .

Yeti Dojin, North Face.
* , North West Ridge.

-5-

1984,

1984,

1984,

Spring

Spring
Au t umn

1985, Spring

5。 MANASLU

1981, Autumn 一
1981/82,Winter
1982,  S pring  ―

1982, Autumn 一

1983, S pring  一

1984,  Spring  一

1984,  Auturn   一

1982/83,Winter
1983/84,Winter

6.DHAULACIRI

1981,  Autunln 一

1981/82,Winter

1982, S pring 一

1982, Autumn 一

1982/83,Winter
1983,  Spring  一

1984, Autumn ―

1985, Autumn ―

7.ANNAPURNA I

1981,  Auturnn ―

1982,

1982,

Spring
Au tumn

1982/83,Winter



1983,  Autumn I taly, North West Ridge.
Korean, North East.
S pa in, S outh Face

* , Normal.

O saKa Annapurna I I E*p , South West Ridge.
I tal ian, North East Ridge .

* , South Ridge.
J( , West Ridge.

Booked fu11
*,

British,

A ichi  Himalaya Exp, NOrth  F ace.

Spain,

-6-

8.CHO OYU
1981,  A uturnn

L982, Spring

1982, Autumn

1982/83,Winter
1983,  S pring  一

1984,  Autumn

1984, Spring

1 I8 5 , S pr i ng

9。 AMA DABLAM

1981, Autumn  ―  FujinOmiya Alpine Club, North R idge

―  Colorado Arner ican, West Ridge.

1981/82,Winter一  American,North R idge.
1983, 84, 85 Autumn  only  one  applicatiOn.

10。 ANNAPURNA Ⅱ
1981,  Auturnn  一

1985,

1984,

1982,

1983,

Spring
Spring

Autumn

Spring

美

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

χ

　

美

Ｘ

Ｘ

美

Ｘ

美

Ｘ

美

美

美

栄

1982, Spring

11.ANNAPURNA Ⅲ
1981, Autumn 一

1982,  Spring  一

1982, Autumn ―



1985, Spring - Shimizu Alpine Club.

12.ANNAPURNA Ⅳ
1981,  Autumn 一  'I｀ okyo  Metroporitan  G overnlΥ lent  WOrkers,

13.ANNAPURNA

1981, Autumn

SOUTH

一 Korean, NOrth East R idge。

14.API

1981,  Auturnn

15.BARUNTSE

1982,  S pring

1982,  Autumn

1983, Spring

D.CANESH Ⅳ
1981, Autumn

1982,  S pring

1982,  Auturnn

Polish, West side.

美 NOrth East R idge.

X

姜

美 , s Outh East R idge.

“

.CHOLATSE

1982,  Spring

17. FANG
1 9 8 1, Autumn *
1982, Spring - France
I I 12, Autumn i(

1983, Spring - Polish,

B.GANESH Ⅱ
1981,  Auturnn HAJ,  S outh  iR idge .

Ｘ

　

Ｘ

一      X

―      栄

一  Korea,

,コ).GANCAPURNA

1981,  Aututnn  一

1982,  Spring  一

21.CAURISANKAR

1981, Autumn 一
1981,′ Autumn 一

Meiji University, North Ridge.
Korea,

Spain, South West Ridge.
J(,

-7-



X

22. GLACIER DOME
1981, Autum n 一

1983, Spring

23.HINALUCHULI

1981,  Autumn  一

1982,  Autumn  一

1983,  S pring  ―

X

Polish,

X

Austrla,

I taly,

X

Nihon Universi ty, South West Ridge

Americar5 South East Ridge.
Polish,

1982,

1982,

1983,

1983,

Spring
Au tumn

Spring
Spring

25. KANGBACHEN

1981, Autumn 一  B asqve Exp, NOrth Face.

1982,  Spring  ―     X     ,

2.JANNU
1981,  Auturnn

1982,  IS pring

1982,  Autunln

1983,  S pring

26. KANGGURU

1981,  Autunln

1982,

Tokyo - Jannu Exp, West Ridge .

Bookes,

Bookes,

*,
Gunma Tomi oka, We st Face.

28. LANGTANG LIRUNG

1981, Autumn ―  F rance, SOuth West R,idge。

一    X  , East R idge.

1982,  Auturnn  一  I talian,

27. KANTEGA
1981, Autumn J.W. AF. Takamatsu, South Ridge.
1982, Spr ing B ri ti sh , East Ridge .

7982, Autumn - France,

American,
1983, Spring F.rance,

-8-



NEW IⅥOUNTAINS (ONLY BOOKED)

1. BHRIKUTI

1981,  Autumn 一

1982,  S pring 一

Ю. PHURBI CHACHU
1982,  S pring ―

2. BIG l慣HITE PEAK
1981, Autumn一     半

3.DORJE LAKPA
1981,  Autumn ―

7982, Spring

1985, Spring

4. GURIA HIMAL

1982,  S pring 一

5。 GYACHUNG KANG

1981,      一    美

1982,  Spring 一      Ⅸ―

6.KARYOILUNG
1982,  Autumn

7.LANTANG RI
1981, Autumn一

1982, Spring

8. NALA KANKAR
1982,  S pring ―

9.NEPAL PEAK
1981, Autum n―

11. TENT PEAK
1982,  Aut unln

West tr'ace.
1983, A uturnn

12. CHAMLANG
1981, Autumn JC

( Chu*lang - Makalu E xp, j(

X

X X

X

)

X

Ｘ

姜
ｉ

ｘ

Ｘ

美

13.CANESH HIMAL I

1983,  Autumn  一

14.CANESH HIMAL Ⅲ
1981, A ut unln ―

1983, Autumn

15.HIMLUNG HIMAL

1981, Autumn 一     美

1982,  S pring  一      Ⅸ‐

“

.LHOTSE SHAR
1982,  Autumn 一

Sor-rth Face

1983, Spring

※※印は、現在すでにネパ リレ政府観光省登山局に

アプリケーションが提出されているのを意味 しま

す。

※リストアップされていない山に対する申請はあ

りません。

Ｘ

　

Ｘ

　

Ｘ

X

X

X

X

Ｘ

　

Ｘ

　

Ｘ

X

X
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ネパールヒマラヤ(今秋)二つの初登頂をめざして

ノヽタ′
ヽ
　
″
ラ

2.ブリクティ

■登山隊 の名称・ 構成 ■

l 名 称
1981年ネパール 0日本 ヒマラヤ協会合同

ランタン●り登山隊

NEPAL― HAJ,JOINT EX

PEDIT10N TO IM T,LAN
GTANG・ R1 1981

2構 成

隊長-1名 日本隊員-5名 ネパール

隊員-3名  リエゾンオフィサーー 1名

サーダーー 1名  シェルパー 3名  キッ

チンポーイー 1名  メールランナーー 1

名

■登山計画概要 ■

L 目標の地域・山
ネパール●ランタンヒマラヤ ,

ランタン●り (LANGTANG・ RI)

7239m

2目  的
ランタン・ り峰 7239mの 初登頂

3.時 期
1981年 9月 ～ 10月

4.目標の山の概念

ランタン●りは、ランタン谷の最奥、国境上に

そひえる優美などっしりとした ピークである。

HAJで は、今年のポス トモンスーンに二つの

隊をネパールに派遣す ることになりました。共に

ネパール人との合同によらなければならない山で

すが、合同登山についてネパール側の見解が急激

に変化 し、現在その対処に追われているところで

すが、 とり急ぎその概要をお届け致 します。

ティルマンのコルから北に長い雪稜が伸びるが、

上部にギャップをもった鋭いナイフリッジを隠 し

てかり、両側はすっばりと切れている。

1949年 、H・ W● ティルマンが同名のコルに達

し、校た、54年、 ドイツのアウシュナイターがこ

の地域 を詳 しく探って地図を作成 した。

しか し、 ランタン谷の ピーク同定は、わが国では
一時期混迷をつづけ、「 ランタン谷の解明」に関

して検討がなされたことはまだ古いことではない。

71年ポス トに、梶正彦氏 らがネパール政府の特別

のはか らいによりこの地域に入り、ティルマンの

コルを経て雪稜を約 6000mま で登っている。

す ぐ近 くにシシャ●バンマ(8013m)が あり、 これ

は中国側のオープンピークとなっている。

ランタン・ り登山小史

1949年  HOW● ティルマンがこの地域に入

り「 ティルマンのコル」まで達 した

1952年  T・ ハーゲンガランタン谷に調査に

入り、「 ハーゲンのコル 」に立ち、

初めてゴサインタンの写真を撮った

1954年  P・ アウシュナイターがこの地域を

詳 しく深って地図を作成 した

1964年  田村宏明氏が単独でランタン谷に入

り、ニセのティルマンのコルに立 つ

た。その後ベンタン●カルポ●りに

登頂 した

1971年  梶正彦氏 ら3名、ティルマンのコル

を経て南西稜を 6000mま で登った

り(7,239m)

(6,720nl)

=未踏の秀峰ランタン り(7ヮ 239m)=
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5。 行動計画

8月 23日  先発隊カトマンズ着
9月 6日  本隊   ″

9月 9日  キャラバン開始
9月 18日  ベースキャ/プ着 (5,000」
登山期間 (る 日間)

10月 15日  ベースキャンプ発
10月 21日  カトマンズ着
10月 24日  成田着
6.隊 の構成

隊 長 植 松 秀 之 (42)岳人長井

1979アイランドヒ=ク (6,179n)

副隊長 飯沢  実 (31)岳人長井

1979アイランドピーク (6,1791つ

登攀隊長 山田  昇 (31)沼 田山岳会

1978ダウラギリI(8,167勁

1980カンテ偵察

1980クタリリ・―ドドーム (6,831鋤

1981カンチ (8,598」

隊 員 若 尾 巻 広 (32)諏訪山岳会

19η マッキンリー (6,1940

1980カンチ偵察

I述1カンチ (8,598」

隊 員 結城 正 明 (29)(医 師)

隊 員 那須宗― (")岳人長井

1979アイランドピーク (6,17910

▲ランタ ン・ り南面

▼ランタン・ りを偵察 中の若尾隊員
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=幻の山 ●

口登山隊の名称・ 構成

1.名 称

1981年ネパール 0日本ヒマラヤ協会合同

プリクティ登山隊

NEPAL― HAJ JOINT EX

PEPITION TO iM t,BHR
IKuTl 1981

2.構 成

隊長-1名  日本隊員-3名 ネパール

隊員-3名  リエゾンオフィサーー 1名

サーダー… 1名  キッチンボーイー 1名

メイルランナーー 1名

■登山計画概要 ・

1。  日標の地域・ 山
ネパール●グモダールヒマラヤ、プリク

ティ (BHRIKUTI)6,720m
2.目 的
プリクティ峰 6,720mの初登頂

3.時 期
1981年 9月 ～ 10月

4.目 標の山の概念
ブリクティは、アンナプルナ山群の北方約 35 km

に広がるグモダールヒマールとペリヒマールの分

水嶺上にある。 この山は中国との国境線上にあり

その東面はチベットとなっている。 しか し、過去

本格的な登山や調査を受けることなく今日まで至

ってお夕写真も見当 らない幻の山である。その北

面～西面はムスタン地区となっている。

5.行動計画

8月 27日  先発隊カトマンズ着
9月 6日  本隊   ″

9月 10日  キャラバン開始
9月 22日  ベースキャンプ着

登山期間 (22日 間)

10月 15日  ベースキャンプ発
10月 27日  カトマンズ着
10月 30日  成田着

〓
ヽ

１
．
′ｍＯ２７６′Ｉ・ヽイテク

＝リブ

6.隊の構成

隊 長

隊 員

隊  員

隊 員

菊地  薫 (35)福島県こまくさ

山岳会

1974 ラムジュンヒマール (69m)

1980 カンチ偵察隊副隊長

1981 カンチ (8598鋤 副隊長

佐久間 隆 (31)東京自稜会

1978 アラスカ

1981 カンチ (8.5%→

中岡  久 (31)東京白稜会

1978 トリスル (7,1200

小 林一夫 (27)東京白稜会

1980  ヨー ロ ッノくヮ ル́ フリス

Cha ra

ブリクティ概念図

Ｖ
η

＼
　
′

＼

Teh
○

○
～

‐

メ

6540m

rikuti
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ムスタンロ王会兄記

カンチェンジェンガ縦走登山のため、本年 2月

ネパール入りした私は、 ムスタン国王夫妻と会見

する機会を得た。

2月 17日午後 7時、 カ トマンズ効外にある、政

府関係要人の自宅に私と尾形好雄隊員は招待を受

けた。ネパ‐―ル側でこの場を設けるためにお骨折

りをいただいた二人の方に案内していただいた。

会見の場は、三階でビデオセットが置かれてい

る立派な所であった。既にネ′ヾ―ル政府内務省の

関係者が到着 していた。暫 ら〈談笑 していたが、

30分程 して国王が到着された。

国王は非常にラフな姿で現われ、 日本の田合〇
好好爺 という印象を受けた。国王は、チペット語

しか話されない様で、 日本語 ネパール語 チベ

ット語 と二回の通訳が必要であり、時間がかかっ

た。遅れて夫人 と王子 も到着 した。夫人は終始微

笑を浮かべて話 しを聞いてかられた。

宴 もたけなわになった 9時頃、私の方から国王

に対 して「 私共の協会では古 くから貴国への入域

を希望 しています。是非共御地を訪れたいと思い

ますので、便宜をお取 り計 らい願えないでしょう

か ?」 との申し入れを行ったところ、国王からは

「 現在 ムスタンに入るにはネパール政府の正式許

可が必要です。入域されれば喜んでご案内致 しま

す」との返答があった。 こうして 10時過 ぎに会

見を終えた。

▲ムスタン国王と筆者

▲ボートナート大祭の国王

ルンビニ巡礼記
藤倉 和美

カンチェンジュンガ遠征隊も一人去り二人去り   を告げ、まだ舗装されてないスネークラインと土
した、 6月 4日 居残 り隊員、菊地アレンジメント   煙をあげポカラヘ向 う1,350メ ー トル のカ トマ
サープを含う 91人、それと今隊の リエゾンオフィ   ンズの涼 しい気候 も700メ ー トル付 近 まで下る
サー夫婦、グス トに高橋照さんを混えた 13人で   とじっとりと汗ばんでくる。ムクリンの町で昼食
トランスヒマラヤのマイクロバスをチャーターし   :菊地さんはポラロイドカメラを手に店のディディ
てカ トマンズを後にする。 カトマンズ盆地に別れ    を写 したり忙 しい。今回のポラロイ ドは、 どこに

-13-
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行っても人気があ,特にカラーともなると黒山の

人だかりである。田園風景の気持の良いアスファ

ルト道路を飛ばしボカラヘ到着、いつ ものヒマラ

ヤンホテルヘ落着き、イ「iの 女主人 と再会を喜ぶ、

空港前の店は、取 り払われてお り道路はスッキリ

したが何となく物寂 しさを感 じる。

翌朝、昨 夕のスコールの為かすっかり空は晴れ

上 り、 5時 ガスの中に浮かんだマチャプチャン、

アンナ山群の峰々が徐々に姿を現ゎ し雄大な自き

山々を拝む事が出来た。 800メ ー トルのポカラ

より次第に高度を上げるにつき涼 し〈見晴 しも素

晴 し〈なって〈る。 ダウラギリIそ してアンナと

遠 くヒマルチュリの峰々と美 しい景色がつづ〈、

ノーダラの峠を過 ぎ道は下りとなり、パイラフヘ

の道 より脇にはずれた美し町 タンセンヘ向 う。

小高い山の上に建つこの町は石畳の美 しい町並で

吹 く日涼 しく清潔な感 じがする。やはり行政の中

′い地 として何々活気が満ちている。

タンセンを後に熱気ムンムンするテライ地方へ走

る。テライヘ降夕るとこの国はネパールであって

もインド色が強 く
″ コプ牛

″
が住来 し豊かな田園

風景が広がっている。言葉 も時折ネパール語が通

じず一層この感を強 く受ける。 6月 のテライは蒸

し身体、も慣れずに昨夜のポカラが懐か しい。

時間 も早いので今 日は巡礼地ルンピニヘ参ずる事

にする。 この日の為隊員はわざわざ数珠を買い、

それをたずさえて心の清浄を願 う気持であったが

荒地のほこり臭い道を行 くと、釈尊生誕の地ルン

ビニである。一見 して何 もないこの地は仏跡の 4

大聖地 として日本からも多くの人々を集めている

が、中に入ると、アショカ王石柱や沐浴地が目に

つ 〈程度で、暑さばかりが印象に残る。只この暑

の中菩提樹の木陰で涼むのが精一杯である。

王妃マヤがこの地で釈尊を出産 した時の石像が

建物の中に安置され、 これを拝むのが唯―のあり

がた味を感 じてきた。やはりこのルンビニを訪ね

るのであれば、心の対話を求め一汗 も二汗もかい

て、たどりつ 〈のが巡礼そのものの目的の様に思

えて 〈る。バスでぼっと訪ねてもテライの暑さが

残る程度で興味も何もあったものでない。

かなけに泊り場求めてルンビニホテルヘ行ったが

高 く、オフの値段にと交渉練ったが、気のさかな

い使用人で一銭 もデスカウントせず、今日はパザ

ールの安宿泊りとする。明日のチ トリン、ナショ

ナルパークを夢見て扇風機に涼を求める。

テライの行動は早いに限る。今日も 7時前には

出発、伐採されたジャングルの中涼 しい風が気持

良い。 このアスファル ト道路 も一転 して、脇道に

それたかと思 うと、ナラヤンガー ドヘの舟渡しと

なリー同亜然とする。木舟二槽へ板を渡 した上へ

トラックやバスと一緒に人が乗り、急流を一担 L

流へこぎ、後は流れに乗って対岸の目的地へ運ぶ

方法で片道 40分程要 す る。昨日より溜った トラ

ック、バスが順番待 ちをしているので、いつの事

になるかも知れず、免に角我々は対岸の町ナラヤ

ンガー ドヘ渡タパスの来るまでノンビリする。

3時過ぎバスが ようや 〈渡って来たので、その足

でチ トリンヘ向 う。パーク入口までは ランドロー

バでないと入れないが、強引に川を渡 夕今日も安

宿へ泊る。同じテライでもジャングル ト川から吹

く風が涼 し〈、非常に寝つき易い夜であった。

昨 日菊地さんが交渉を済せ、入園時間を早めて

もらっていたので、玉子 とバンの軽い朝食を済せ

オフィスヘ行った時には、 7頭の象がすでに集ま

っていた。 1頭 に一人の象使いと我 々二人、計三

人が背中にまたがリサバンナの中をノシ歩 〈姿は

アフリカにでも来ている様な絵になる姿である。

巨大なサイの群れや鹿、迫力満点の野生の楽しさ

である。サバンナを抜けジャングル帯 ヽ入ると、

四方八方眼 くばりした象使いに我々も神経をピリ

ピリさせて息をこらす。 2時間程象の背中に乗り

きりでいたが、残念 |′
てもベンガル ドラの姿は眺め

る事は出来なかった。 72頭 の トラを離 してある

とは云っても広いジャングルの中、余程の運がな

いと見る事は出来ないだろう。

いばらにさされながら十分に楽 しみ、かえってこ

こチ トリンの方が今回の目玉であったように感じ

る。再びムグリン経由カ トマンズヘ戻る。

このチ トリンまで、舟の渡 し時間を入れても8時

間程でカトマンズより行 く事が出来るだろう。
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<パ キスタン>

アワン氏退官か

カラコルムやヒンズークシュ登_山 の窓口である

パキスタン政府観光省の登山担当官を長〈努めら

れてきたアワン氏は、本年いっばいで退官される

模様である。

印パ国境 緊張 か

インドのPTI通 信は「 信頼できる軍事専門家
筋」から得た情報として、パキスタンが 2,966kmに

及ぶインドとの、国境沿いに、35万の兵力、約 2千

門の中距離、長距離砲及び多数の ミサイルを配備

していると報 じた。叉、同通信は、 カシミール地

区のインド●パキスタン停戦 ラインに治ったプー

ンチ地区で 7月 11臥 両国軍が銃撃戦を展開、パキ

スタン兵少なくとも5人が死亡 したと伝えた。

(7月 13日付 朝 日新聞から)

京都 ヒマ ラヤ会議報告

日時 昭和 56年 7月 19日 (日 )10時 ～ 17時

第 11回京都会場は暑い中にも静かなたたずまい

を見せる京都伝統会館にて京都府山岳連盟との共

催にて開催された。定刻を少 し回わって今回の事

務局である内田嘉弘理事の挨拶の後、早速会議に

入った。

山森事務局長から「 最近の高所登山の傾向と戦

術」について資料を用いて話があった。特にアル

バインスタイルにつヽ^て も、必ず高所順応を事前に

行った後に登 り続ける方法が とられていること。

又、固定 ロープや酸素を用いることも、その登山

で何を行 うか目標管理がしっかりしていれば、さ

して問題ではないことなどが強調された。

午後か らは、今春のHAJカ ンチェンジュンガ

登山について概要が話され、 8%で の報告があっ

HIMALAYA NEWS I
た。次いでネパール観光省のシャルマ氏を迎えて

ネパールヒマラヤ登山や トレッキングについて熱

心な質疑が行われた。特にいつも問題 となる推せ

ん状の件については、シャルマ氏か ら外 国の例

を黒板 に書 いての紹介が あり、名古屋から出席

された、 日山協前海外委員長湯浅道男氏との質疑
の中で、現地大使館のカバー リングレターは必要

がないこと等が確認された。会場の都合で 17時で

会議を終 了した。尚当日は、ボー ダリング講習会

と京都山岳会によるボゴタ峰のテレビ放映が重な

り参加者は 18名 と少なかった。

シャルマ氏歓迎会開 らかる

HAJの 招 きで 7月 14日来 日した、 ネパール政
府観光省登山部長の S,R,シ ャルマ氏歓迎会が、

18日① 午後 5時から東京海洋会館にて開かれた。

歓迎会は、稲田専務理事の歓迎の挨拶に続 きシャ

ルマ氏の挨拶、そして日ネ協会の折井健一氏の音

頭で乾盃 し宴に入った。

当日は、植村直巳氏を始めとして計画を持 って

いる隊のメンパーを中心に約 50名が参加 し成功裡

に終了 した。

理事会報 告

日 時 昭和 56年 7月 11日015時～ 18時

場 所 HAJル ーム

出席者 山倉洋一 稲田定重 小林英見 清水澄
内田嘉弘 山森欣一

議 事  1.昭和 56年度各種事業執行について

前号に掲載 したように事業の具体的

な計画について決定 した。

2.シ ャルマ氏招請について

稲田専務理事 より招請に至る経過に

ついて説明があク承認 した。

3.厳冬期エベレス ト登山隊について

稲田専務理事 より経過が説明され承

認 した。

4.その他

各理事 より組織的な事業運営が為さ

れていない点が指摘された。
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日本ヒマラヤ会議開催予告
仙台

12回 目となる日本 ヒマラヤ会議 (仙台会場)は

インド登山財団 (略称 IMF)総 裁のHCサ リー

ン氏を迎えて杜の都仙台で下記のように開催 しま

すので多数の参加を期待 します。

言己

日本 ヒマラヤ会議 (仙台会場 )

日本 ヒマラヤ協会

①日本山岳協会

この会議は (社)日 本山岳協会をは じ

めとする関係諸団体の御協力のもと

に広〈全国をカバーして多くのヒマ

ラヤ志願者に向けて行 う研究集会で

す。情報過多ともいえる中にあって

一面では後退現象もみられる最近の

ヒマラヤ遠征ですが、本会議は、遠

征 とその周辺に関 して考究し、最新

て正確な情報を提供 します。

昭和 56年 8月 盤 日(日)10:00～ 17:00

仙台郵便貯金会館 (仙石線楷ケ岡駅

下車数分・ 仙台駅からタクシー 5分 )

仙台市楷ケ岡 21-16(0222)93-1261

2,500円 (昼食は各 自でお願いし液す)

70名 (定員になり次第締切)

10:00開会

10:10最近の高所登山の傾向と戦術

アルバインスタイルや短期速

攻が話題になっている中で高所

順応がどのような形で行なわれ

ているかを中心に行います。

講師 尾形好雄氏
13:00カ ンチェンジュンガ登山報告

本年HAJが 行った縦走登山
について8いにて報告 します。

講師 八嶋 寛氏
15:00イ ンドヒマラヤ

インドヒマラヤの全般的な議

義を行います。

講師 ICサ リーン氏
17:00閉 会

称

催

援

的

名

主

後

目

10内 容

棺 ヶ丘駅
時

所

日

場

@
棺
ヶ
丘
公
園

費

口貝

先込

会

定
　
申

ヽ
正面

会場

｀
塩翁

ノ
″ ― ―

墜重__

「ヒマラヤ」
≪規 定≫
(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のもので

あること。山とは限りません。山麓の風物でも

結構です。

(3)未発表であること。

(4)未知の地域の写真、あるいはあまり知られてい

ない角度からの写真を期待します。

(5)採用分には全国共通図書券をさしあげます。

≪送り先>
〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀橋

食糧ビル506 日本ヒマラヤ協会「 ヒマラヤ」

表紙写真募集
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終身会
員番号

001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

013

014

015

016

017

018

019

020

氏  名 会員
番号

0502

0558

0975

0168

0240

0674

0041

0335

1076

0344

1288

0812

0610

0372

0905

0049

0738

0739

1478

1307

終 身 会 員 名 簿

住         所 勤 先務

岩水 竜峰
中西喜和男

石川真知子

植竹 清孝
小林 英見
設楽 芳夫
前田  清
西郡 光昭
角田 不二
稲葉 英夫
江端 峯男
加藤  燦
今野 一也
稲田 定重
※ セツ子
矢野 郁雄
山森 欣一
※ 美智子
中村 武昭
八木原囲明

並ぶものない山岳サー ビス

★ インド政府許可証

☆ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

☆ テント宿泊用具

★ マウンテンガイ ド

SITA WORLD TRAVEL(lNDIA)PV丁
.

F-12, Connaught Place,New Delhi-110ool, In d ia

ヒマラヤ登山の専門家

S・
冒里

: SITATUR PhOne : 45961 Telex: 2823

LTD.

フアー イースト エンタープライゼス
東京都港区北青山 3「 116番 18号  青山共同ビル 8407-8100(代 表)

日本代表
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ヒマラヤ閑話 (43)

花を求めて (12)

水野 勉

今度は、 ウィルノンは根拠地をはるか西にある

四川省の嘉定府に置いた。 この地は、眠江と揚子

江との合流点と、四川省の首都成都 とのほぼ中間

点で、眠江に沿っていた。なかなか都合のいい中

心地で、重要な町であった。そ して、有名な峨眉

山のちょうど東に当った。交通は極めて便利で、

中国の うちでもっとも良 く耕作されている平野の

一つである、大成都平野を経由して北方に通 して

いた。 ムピンやその他チペット国境の公園もす ぐ

西にあったし、打箭炉や巴塘経由のチベット公路

がとかっていた。

ウィルノンは自分の機会をよ〈利用 した。 2回

の採集季節のうちに、かれはものすごい距離を歩

き廻 った。打箭炉には 3回 も行った。そのたびご

とに、ルー トを変え、ひろ〈地域を歩いた。また

四川北西部、甘粛の境にある町、松藩にも二回行

った。 ここは嘉定府から少なくとも300マイルもは

なれた遠方であった。 ここでもまた、山地ではい

ろいろルー トを変えて探った。最悪の天候の中、

ひどい地域をほとん ど知 られていない山道をたど

って、餓死寸前になったこともあった。それはほ

とん ど人の住んでいない地域で、そこに住む現地

の人びとすら、悪い気候のために餓死寸前だった

のである。 このようながむしゃらな行動の中で、

ウィルノンは峨眉山を徹底的に探った。

この二年間の大部分はかなり高度の高いところ

でおこなわれ、だいたいが樹林限界線 より上であ

った。 この遠征で、草本類の大部分を採集 したが

かれにとっては 2次的な関心のものだった。 しか

しながら、幾千というメコノプシス・ インテグ リ

ホリア (ケ シの類)や緋色のM・ プニセアが咲い

ているのに心打たれた。後者は黄色の花の種類 よ

りも栽培するのがはるかにむずか しい。

峨眉山付近の気候は非常に雨が多い。岩の多く

は石灰岩であるので、 この付近には植物が豊富で

ある。 ウィルソンが訪れた頃、峨眉山は樹木がう

っそ うとしていた。聖なる山だったからであろう。

この山には石灰岩か らなるけわしい絶壁があり、

そこにはシャクナグがた くさんみられた。一般的

にシャクナグは石灰岩には成育 しないと考えられ

ていたので、 これはその通説に反 している。

この第 2回 ヴァイチァン遠征は第 1回 よりもは

るかにみのり多いものであった。 ここにその一部

を紹介 したいのだが、かのラテン学名をつらねる

のはやや気がひける。ほんのポピュラーものを揚

げてみよう。

Meconopsis integrifolia, I)unicea

Priγmla Cockburniana,Veitchii, vrittata

Populus iI」 asiocarpa

Rhododendron calophytunl, ・・・・・・・・・・・・

1905年 にウィルノンはこの第2回遠征から戻っ

て、その年いっぱいかかって、採集 してきた植物を

整理 した。休日もかなり楽 しんだが。1906年早く

かれは英国科学院の植物助手に任命された。この

新 しいポス トに落着 〈前に、カージェンド教授は、

前か らかれに目をかけていたので、中国への第 3

回旅行に行 くように頼んできた。今度はアーノル

ド樹木園のためであった。 ウィルソンは 1907年

はじめに米国へ行 く、そこから12月 に中国に向

け出発 した。

かれは宣昌に到着するとすぐ、湖北西部の石灰

岩ゴルジ_地域の、かつての採集 した場所へと向

った。 しか臥 今度は、サージェン教授の強力な

支援のかかげて、好きなところへ行って、好きな
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ようにしてよかった。 じつに自由の身であった。

サージェン トが樹木園長だったので、 ウィルノン
がまず樹木を対象としなければならないのは明ら

かだった。それにはこの困難な地域がもっともふ

さわしいとかれは感 じていた。ゃがて、ふたたび

四川に移動 し、成都か ら打箭炉へ旅行 した。 しか

臥 今度はやや北のルー トをたどり、 ワッスー、

ウオクジ、 ムピンの半独立公国をとかった。 もち

ろん、 ムピンが植物的にはもっとも重要で、 ここ

でウィルノンはずっと以前にグヴィッドが発見 し

たと同 じように 数多 くの植物の種子を採集する

ことができた。 これら公国の中心町モンコンか ら

南西に向い、大 薩峠を越え、非常につらい思い
をして、北から打箭炉へ達 した。

ウィルノンは 1909年 5月にイギリスに帰 り、 9
月にはアーノル ド樹木園に行った。今度の旅では

種子を豊富に採集することができ、たいへん成功

であった。主として樹木類でもちろんシャクナゲ

も含んでいる。

1910年はじへ かれはふたたび第 4回遠征のた

め宣昌にいた。最後の中国旅行であった。 こん ど

もまた湖北北西部をめざしたが、ルー トを変え、

揚子江の約北 50マイルを、揚子江に平行に西へ 2

千マイルほど進んだ。 このルー トは湖北省の石灰

岩の山々をとおり、四川省の赤い砂岩へと通 じて

いた。 ウィルノンと慣れた人夫たちの一行が、 2
百マイル ぐらい進むのに 22日かかっているのをみ

ても、その行程がどんなひどいものだったかがわ

かる。東部四川省では、地形はおだやかで、暑か

った。四川は亜熱帯なのである。

成都か ら、四川の北西部にある松藩にふたたび

旅行 した。今度は以前の 2回の旅行のルー トの間

にある非常に荒々しい土地をゆ〈第 3のルー トを

たどった。 この旅行で、山腹をえ ぐりとるような

巨大な地すベタが起きて、かれの乗っていたカゴ

が、下の‖|ま で絶壁の岸を数百フィー トを落ちて

いった。 ウィルノンはとび出して助かったが、落

石にあたり、脚を傷めた。 カメラの三脚が副え木

の代りに用いられた。長いみちを入夫たちがかつ

いでいって、やっと病院にたど,ついた。脚は治

療 したがなかなかうまくいかず、切断されねばな

らない状態だった。 しかし、結局でボス トンの病

院でなんとか片方よりい 〈らか短い程度に治 して

もらった。

この遠征はこういぅ事故のため中断 したけれど

も、特に重要だった。 191o年にウィルノンがかれ
の最大の発見 l ilium regale(レ ーガルの百合 )

の球根を伺百と採集 し、アメリカに送ったからであけも

「 庭の花々が好きな人にとって、 この谷は非常
に興味がある場所であろう。多 くの美 しい百合が

咲きみだれているからである。 これ らの谷はそれ

ぞれ独特のユリの種類 を持っている。高度は約 8

千フィー トぐらいであろう。そのように種類 も独

特なものが多いにもかかわらず、数量か らいって

も、 とてつもなく豊富なのである。まさしく、ユ

リの故郷である。 6月 末から7月 にかけて、美 し

いユリの花々の咲きこぼれる野生の庭園の中を何

日間もつづけて歩 くことができる。 ミン谷には、

チャー ミングLilium regaleが 岩の裂け目に咲
いている。それは 3フ ィー トから5フ ィー トまで

のび、細い葉はい くつかの大 きな漏斗状の花をつ

けた童にたくさん集まっている。花は外側が赤紫

、内側がカナ リヤ色でみちたアイボリ・ ホワイト

である。赤紫は しばしば浮 き出ていて、 じつにい
い匂いがする。 」

ウィルソンの次のアジア旅行は 1914年におこな
われ、やはタサージェン ト教授 (ウ ィルソンはァ

ーノル ド樹木園の専属になっていた)が 日本へか
れを約 1年派遣 したのだった。今度の旅行は未開

の地ではなかったので、妻 と娘 とを連れて行った。

かれの主な目的はサクラで、のちにサクラはかれ

のもっとも好きな花となった。また、この旅行で、

友人 となった植木屋のH・ 鈴木が久留米 ツツジを

かれに教えてくれた。 このH」鈴木なる人物がど

ういう人かわからない。調べればわかるかもしれ

ないが、筆者の手に余る。 ウィルノンはこのツツ

ジを東京郊外の幡 ケ谷 (今では郊外どころではな

くど真中である)の植木畑ではじめて見た。そこ
で、かれは自やその他いろいろな色を した、かわ

らい花をた〈さんつけたッッジを見た。

ここで簡単につけ加えてお くと、 ッッジで一般

的に庭で栽培されているのは、クルメツツジとサ

ツキツツジである。 ウィルノンもサツキを見たに

ちがいないが、書かれていない。
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連載11

ネバールヒマラヤ トレッキング許可で登れる

5663m

「

― カ
ー  ′

寺本 俊三
日本から相撲 とりを連れて来て、ぶちかましを   り過ぎて行 く。 ロパが軒下に寄って来て 何かつ

させれば、瞬時に瓦礫の山と化すであろうような   まみ喰いでもしようものなら、可燐な顔をした宿

カ トマンズの安宿の、窮屈な階段を登ってみると、  の娘が飛び出して行き、すごい剣幕で怒鳴りつけ

屋上か らは、いろんな眺めが楽 しめた。 シラミ   る。やにわに腕を振 り上げてぶん殴る。娘は そ

取る女、髪を硫 〈女、 穀物の種を選 り分ける女   ろそろ年頃である。 ツァン
パとチャイの朝食を

腰巻を千す女、・… …。日当りのよい窓辺や、 トタ   作ってもらい、腹をふくらませ、そ して僕も腰を

ン屋根のたちあがりの上に何気なく咲 くコスモ
ス   上げる。  二本の足で、ただひたす らに歩いて

や、色鮮やかなカポチャの花が、乾季の青空を静   行 くだけのヒマラヤ山麓の村めぐり、道は 
人ひ

か |′
(呼吸している。鬼灯が怒 ったように真赤に色   とり通れるだけの幅があればよい。 電灯無く、

づいているそ して、風塵の舞上った彼方、為が数   車無 〈、そして何 よりも一切の造 られた音とは無

羽、気流
′
`(乗
って孤を描 く中空 |′

て、 ガウリシヤン   縁の世界、  実に多種多彩な人々と、特異な文

カールの二重の峯や、ガネッシュ山系の山 が々、   化と生活のありようと…・・・  力
~ス ト制という

幻のようにかかつている。あの雪嶺輝 く方向を目    人を苦しめる栓桔が山奥深 くしみとおり、中央

ざして行けば、 この時期には、もう長い苦役を終   集権の蜘蛛の糸は、 漸く僻境をか らめとり、歴史

った人々の、収獲の喜びと祈 りにあふれた生活が   は しばしば人種間のせめぎあいで、血塗られ
て

待っているはずである。              ゆ〈のだが、僕は今、耕 して天に至る千枚畑を

人ごみと、牛と大八車でごった返すアッサン通   呆然と見つめ、そこはかと移ろう光と雲の流れを

りに、あたふたとでかける。店頭で押問答 して必   追いながら、  去る満月の夜、
マガール族の村

需品を買い整ぇ、あわただし〈荷物をまとめる
。・・   に、朗々とこだました若い男女の歌坦のことを想

1978年 10月末、酸っぼい密柑のうまい頃、    う。・・・・・  切々とした恋情を男が述べ、やんわ

アンナブルナ内院めざして出発した。        りと女がさとす。男心は、次第に憂悶え激情にか

られる。かたくなな乙女心 もやがて打ち解けてゆ

山村の払暁.夜の間は、籐丸籠に押 し込まれる   くのだが、なかなか胸襟を開こぅとはしな
い。男

鶏 どもが、いっせい |′て鳴きゎめいて、パッティ泊   が迫 り女が逃げる恋の問答は、延々と続 くのだが

りの夢が破 られた。辺境の地から馬鈴薯等を運ん    悠久の大地が明けそめる頃には、
ホイナ (否 )

で来る隊商Э―行が、ひづめの音高 く 続々と通   が ホイ (諾)に変わって、娘は遂に求愛を
受け
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入れるのだ。

見はるかす山なみが、濃ゆ〈淡 〈

さまざまの稜線を描いて 重なり合
い、入 り〈み合い、互いに囲続しなが

ら、濠気たつポカラ湖に向って な
だらかに収敏してゆ〈。 だが、神
々の自き座は 空の高みに傲然とそ
そり立ち、その凄じいまでの自我が

近づ く僕の前に、 日に日にせ夕あが

って くるのだ。

NOV・ 1078。 グルン族の住
む最奥の村、チョムロン。慎重を期 し、食糧を多め

に買い込む。モディコーラとチョムロンコー ラが

激 しくぶつかって、日がな轟 〈。はため くタルチ

ョウ。向 ハヽに原生林の山、屏風 となって我が行 〈

方角を閉 ざす。明日、人里に別れを告げる予定。

宿の婆さんにロキシを多めにぬ くめてもらい、ち

びりちびりとやる。山の酒が肺腑にしみて心地 よ

い。壷型の真鍮の鍋がt^ろ りでぐつぐつ音を立て

る。爺さんがごつごつ した手で、なけなしの鹿の

乾肉を焙つてくれ、唐がらしのよく効いたムラー

コ●アチャルを添えて供 して 〈れた。食欲を抜群

にそそる この大根漬は、雪山で喰えばはるかに
力繊ど

うまかろ う。  くすぶった寵の煙が、夜気に乗
じて家の外に這い出してゆ く。星がチカチカと瞬

いている。

NOV・ 2078。 霧雨に漏れながら、モディ
コーラ沿´に高度を上げてゆく。谷川の唸り、背

後に迫る。 フ
°
レモンスーンならば石楠花が美 しか

ろう。だが今は、無為で倣漫でねじれ放題の樹木

に 巨大な蘇苔類が絡みついて、冷い水滴を垂 ら
しているだけだ。 うね うねと続 く笹竹のぬかる
みの道。進行を阻む木の根。荷物が重い。喘いで

休んだ岩の上に 気のせいか無数の山蛭がへばり

ついて うごめいているようだった。なんともい
やな道 だ。  ヒンコクープを越え

ひよう
営.V字 谷蒼茫 と暮れ る。夜、雹が

を激 し〈たた きつけた。

NOV03078。  森林限界に乳自色のガス
立ちこめる。 ガレ場は斑雪に自〈被われている。

厳冬期、積雪が多ければ 氷が張ってス リップす
るのではないか。漏れた荷物が昨 日より重 〈、苦

力のつ らさが身にしみる。薄墨色の空か ら紛雪舞

い始め、 2mほ どに狭まったモディコーラが 雪
漢にせせ らぐ所を飛び越えると、す ぐそ こが、マ

チヤのBCで あった。予定を切り上げてテン トを
張る。 夜、 イギリスの団体に雇われたタマン人
のポーターが 5～ 6人やって来て、ぶるぶる震え

ながら岩陰にうず 〈まった。破れたズックから、

たところで幕
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親指がはみ出し、爪が退化 して失 くなっていた。

半ズポンのむき出しの膝が 紫色に縮かんで小刻

みに振動 していた。足もとを1影が走って、矮躯の

資tが岩の隙間に這い込んだ。

NOV04078。 底冷えのする寒さ、夜明け

前に起き、てくて 〈と歩き出す。朔風、頬を刺す。

周りはまだ闇に包 まれて暗いのに、マチャの尖

端が橙色に染っている。日の出を見れば、内院を

囲む雪の山々は、まるで燃え盛る燎原の火だ。そ

れが刻 ′々と微妙に彩りを変え、やがて 抜けるよ

うな紺碧の空が拡がり、 ヒマラヤ要の氷壁が燦然

たる光を放ち始めるのだ。刺草の高原に風が吹き

すさぶ。アンナプルナBCに 日の丸が翻 り、 ヒウ

ンチュリ征服をめざすという 大型テントの前に

焚火が燃えていた。 黙って見ていると、クッキ

ング●シェルバを名乗る男が寄って来て、にこや

かに話 しかけて〈れた。明らかにカンパ族独特の

精憚な風貌をした、が、どこか淋 しさを漂わせた

男だった。故郷を追われ、自らのネイションを偽

って、あぶ 〈稼業に身を委ねる男がここにもいた。

火に接 ってゆけ と勧める彼の親切を辞 して、再

び黙々と歩き出した。ゆるやかな雪の斜面を一歩

一歩登りつめて行 く。登り、プラトー、そして叉

登り。苦しくても確実に足を運ばねば 目標に近
づける訳がない。グレーシャー ドームの左に 雲

が ぐん ぐん拡がっていた。ロック 0ノ ワールとは

一体 誰が何処から見てつけた名前だろう。完全

に独 りになると、そ うした些細なことをとりとめ

もな〈考えた。氷河の所で帰路の食糧等をデポ。

四本爪の簡易アイゼンを着け、窪みに足をとられ

ぬよう慎重に運ぶ。息が切れ、予想以上に手間ど

る。 PM3時 、天候が急激に崩れる。疲れた。だ

が、最も高度をかせいだ日であった。 自分でも驚

〈ほどの大飯をがつがつ平げた。突風、間欠的に

吹き殴 る。だが、真夜中小便に起 きたら、白い地

上に月明をみた。

NOV05078。 内院からはテントピークは

何でもない凡庸な山に見えた。猪突すれば楽につ

かみ取れるはずだった。だが今、頂上への急斜面

が近づき難 く、頑 こしている。双限鏡で懸命にル

ー トの可能性を探る。西側か ら攻めたがよいと判

断()二時間ほど取 りついた頃、猛烈な吹雪。断念

して停滞。 シェラフにもぐり、壁の全容を脳裏に

浮べ反舞。眠 り浅 〈、動けば背骨が折れるような

感触。朝、玉子が凍 っていた。

NOV06078。 曙光さす。愁眉を開く。頂

上は指呼の間にあり、限前にせり上る。積雪は深

くない。だが瞼 しい。踏下丹田に力をこめ、左斜

めに トラバースを開始。 3時間後、今度は右ヘス

テップを切る。時間が驚 〈ほど早 く過 ぎ去る。焦

躁。頻繁に休息。煙草は一口で捨てる。密柑だけ

が美味い。昼頃、雲が湧き出す。頂上直下最後の

難関、右上への登 り。スノーバーを打 ちザイルを

フイックス。背中がびっしょりぬれ、上昇 しなが

ら帰路の怖さをも思った。 PM2時 、登頂。

白雲の上に答える山 。々見事なパノラマ。絶対

に住めないこの高さで、人にはどんな想念が可能

だろうか。僕はヒマラヤの村々を1経回り、流転 じ

てこの絶景に辿 り着いた。 ネパールは素晴しい

が悲惨な国でもある。マリファナ吸引の沈殿も含

め、異邦人の観光、登山、踏査は全て、この国の

苛烈な差別構造の上に成 り立つものだ。存亡おぼ

つかない小数民族か、 カース トの低いところに身

をおいてみれば、 よくわかるだろう。 僕は、恥

らいながら山ヤを称する人達は好きだ。だが、仲

間内だけの喝釆 うずまく体制に、堅牢と組込まれ

れば話は別だ。 日本の村落共同体の持つ徒党根性

と、排他性 との重い呪縛を僕はそこに見る。その

縄が固 〈締校るほどに 何か大事なものが、失わ

れるような気がしてならない。

アンナブルナⅢ峰に音もなく雪煙が立ち昇り、

目をその北東に遠 〈転 じると、ガンガの方から、

自雲が悠揚 とせり出しつつあった。全ては深閑と

していた。壮厳とはこのような静けさのことでは

ないか。・・・・・ 。 (終 )
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連載・ヒマラヤの図書紹介③

世界の山一 I―新岳人講座⑥

山岳雑誌「 岳人 」の第 200号から第 400号まで

に携載されたヒマラヤ関係記事、主として記録 と

研究、論説の中から主要なものをピックアップし

収録 している。

200号は1964年 11月号である。この年、ネパ

ール●ヒマラヤの登山禁止令が出され、65年から
4年間のクローズが始まる情勢下にあった。

結果的にネパール ●ヒマラヤの登山禁止は、それ

までほとん どかえ夕みられなかったヒンズークシ

ュに日本隊の活躍 を将来することになる。

ネパール ●ヒマラヤが 69年に再オープンされる

とラッシュはネパールに移った。

そ して、74年か らは爆発的なカラコルム●ブーム

となって日本隊が殺到 した。

200号から40鮮議 での足かけ 17年間の記事を

みて、末登の ピーク、開かれた地域、新たな課題

を求めて西に東にゆれ動いた日本のヒマラヤ登山

の トレールを今さらのように確認させられた。

インド●ヒマラヤでも同 じである。

営々として研究と交渉をつみかさね久遠の山に

入るというパターンは年とともに減少している。

ヒマラヤ登山は戦略的にも戦術的にも長足の進歩

をとげたといわれている。

現代の主流は、スマー トでありよリフリーである

ように見える。

より困難なルー トからのクライム、少人数、無酸

素、その他、登る側にとって困難な条件をさまざ

まに加味 した登山が常識化 している。

これらの登山が しっかりとした隊の主体的、創造

的発想に立脚 しているなら立派である。

こんな状況下にあって「 世界の山」に収められた

記録を見直 してみると新たな発見をすることだろ

う。

その時代にあってセンセーショナルであった登

山でも大きな時の経過を隔ててみると正確な評価

東京新聞出版局

を下すことができる。いつまでたっても風化 しな

い記録がある。風化 しないばかりか一層輝やきを

増 し、現代のレベルをしのぐ記録さえある。

この本に収められた記録は、その時代のいわゆる

トップクライムばかりでないが、それぞれに独自

性を持ったものだったと評価される。

それぞれの登山の方法、それを進めた思想に一定

のモノサシをあてて分析 してみるのは有意義なこ

とである。

全部で 31隊、インド●ヒマラヤはHAJだけであ
る。

研究・ 論説は、「 ヒマラヤ今昔抄 」、「 カラコ

ルムの名峰 」、「 ヒンズークシュ12座 」である。

我国のヒマラヤ登山は、事例分析を行 うに充分

な歴史と経験を集積 した。

過去にも試み られたことがあるようだがこれ らを

総括 しての本格的な
′′
比較高所登山論

″
とでも称

すべきものが ヒマラヤ登山の発想・ 研究法から始

まる広範囲な指標においてまとめられる時期にき

ているように思われる。

「 高所登山学 」というか「 ヒマラヤ学 」といか う

か、かつて本誌に連載 した「 遠征論 」を更に体系

化 し、各論を整理 し、具体化 したものにあえてア

プローチすることである。

これらは個人のレベルを越えたほ う大な仕事量で

ある。

あえて困難を覚悟 してアプローチする組織的動 き

が真剣に待望されている。

B5,365頁   昭和 56年 6月 8日
東京新聞出版局発行 3,000円

(い )
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新 入 会

会員番号

1505

1506

1507

1508

1509

1510

1511

1512

1513

1514

1515

1516

1517

1518

1519

1520

1521

1522

1523

員

氏 名

川又 義民

和田 純一

笹岡 `瞑 司

森山 安次
田中 秀樹

芝田 敬久

深津 安志

小暮  孝

奥村 清明

山上 幹夫
林  信之
江良 勝輝
上総紀久男

小林 一夫

長谷川 諭
三浦 敏弘

米田  薫
近藤 常大

本松 秀敏

昭和 56年 4

T

月 24日 ～ 6月 11日

住      所 電 話 番 号

UNITED TRAVEL SERViCE(OLtd=
■イン ドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関、隊荷輸送、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で .4′

東 京 事 務 所

本社 (デ リー)

〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 電話 03-493-4920

802 Nirmal・「 Ower, 26 Barakhamba R Oad,N ew D elhi lndia
,PhOne: 46107,42804,43984

-24-
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ヒマラヤ発送 に ついて

ヒマラヤの発送につきましては前金が切れてい

る場合にも発送 しておりますが、先般の郵便料金

の値上 りにより会の財政負担 も非常に大きなもの

となっています。従いまして今後「 前金切れ 」に

つ きましては 3ケ 月間 (4月 号～ 6月 号)ヒ マラ

ヤ発送の封筒に前金切れの表示をした後も入金な

き場合は、ヒマラヤの発送を一時 とり止め、入金

あり次第再発送する扱いにさせていただきます。

ご了承下さい。

―
“
ゆ 寸
・
感 ‐物はな

“"‐…
‐
“
黎
“
″吻ゅ

◎  JACの 主催で行われたシャルマ氏歓迎会に
は西堀前会長、佐々現会長、田口副会長、佐藤

テル海外委員長等が出席され、当 日東京を襲 っ

た豪雨を吹き飛ばすような笑い声がルームを覆

い盛会であった。

◎  カシミール ●クン (7,077m)で 日本人に
よる素晴 らしい登撃が行われた。 6年前、初め
てこの大岩壁を見た時、一クライマ~と してせ

めてこの壁にハーケンの一枚 も打 ちたいものと

胸をときめかせたことが鮮やかによみがえった。

Travels

カール・ トラベル ーー
〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

シッキム・ ブ ータン・ ガ ール ワール・ クマオ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール・・・ o。

へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

□圏□回団 (7月 )

1日 (→ 小林睦子氏を事務局員 として採用
6日

“

)エベレストの件で電通と打合わせ
10日(0 エベレスト許可申請書を外務省へ提出
11日ω 理事会開催
13日

“

)エベレスト計画名儀後援を文部省へ提出
14日 (ハ シャルマ氏来日
18日ω  ネパールヒマラヤ研究会 (東京)開催

シャルマ氏歓迎会開催

19日 (日)日 本 ヒマラヤ会議 (京都)開催

ヒ マ ラ ヤ No。 118連 載 (9月 号 )
昭和 56年 8月 10日 印刷  56年 9月 1日 発行
発 行 人  柴 田 金之助
編 集 人  山 森 欣 一
発 行 所  日本 ヒマラヤ協会
〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

CAPT ADESH KUMAR
(MANAGlNG DIRECTOR)

r TITAVELS I'RIVATI.] I-I}{ITI.]I)

1,701, Nirmal torvers.

26 barakhamba roacl nerr. delhi - 1 1 0001

tel. 42555,.12666 telex 0311364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch office:Gangtok

Camp office:.Joshimath & Uttarkashi
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ヒマラヤヘの装備
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○遠征隊の装備、相談にのります。

(1'等

●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2-2-3803(208)6601代 )

●新宿西日店 /〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7803(346)0301

0水道橋ハードギアショップ /〒 101東 京都千代田区三崎町2-8-14803(264)5575

0水道橋ソフトウエアンヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901
●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

0高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICI通販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内803(200)7219

晶本店

テニス用畠

′C7スキ

rC7サッカー・野球用畠

至若松町




